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たものである。 ここでは通貨問題に焦点をあてるために， 占領政策と占領通貨， イン

















































































領国の物資とサーヒスの購入にあてられた金額だけを「純占領軍支払し、J (Net Troop 


















70 (154) 第 102巻第2号
の存在しているところでは，この書物で分析されているような占領通貨問題がみられる
にちがし、なし、。またとの書物に指摘古れていることで，直に占領下の日本にそのままあ
てはまることが多し九敗戦直後の日本へ，アメリカ軍は rB型円安示補助軍票」をもち
こんできたのであるが，それが辛うじて占領軍の要求に応じて発行する日本銀行券にき
りかえられ，さらに「終戦処理費」として，占領費は予算に計上されるようになった。
かくてわが国の場合は，占領通貨の害事をまぬがれたようであるが，もちろん当時のイ
ンフ νは占領費(それは必ずしも千算に計上されたものには限らなし、)の庄迫によるも
のが多い。 占領期の日本の通貨やインフレ問題は，たんにその時期の問題としてではな
く，その後につづく問題の序幕として研究される必要がある。
これに対し奄美，小笠原，仲縄は占領通貨の問題をもっている。奄美諸島に流通して
いたH号円につい1は，日本側はアメリカり主張に屈服して，回収しにB号円を無償で
米側に還付し，米国はB号円について全く償還の義務を負わなかっ犬。これに対して最
近の小笠原返還については，そこで流通しているドル通貨は1 ドル ~360円の公定レート
で交換古札，回収されたドルはわが園の外貨準備にくり入れられることになった。しか
し小笠原の場合，流通しているドルはきわめて少量である。日本にとってこんな有利な
占領通貨の処理方法は，おそらく沖縄の場合はみとめられないであろう。
日本にとって，占領通貨は決して過去の問題ではない。
